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１．はじめに 
近年，土砂災害の一つとして，細粒土砂や流木等の流出

に伴って下流域で発生する土砂・洪水氾濫による被害が，

新たに定義された 1）．これを受け，沈砂地の整備等による

対策の推進 2）が示された．なお，沈砂地の施設効果や形状

に関しては，これまで概略的に議論されてきた例えば，3), 4)．し

かしながら，現場の設計実務者が必携する設計マニュアル
5）においては，沈砂地の設計に関する詳細な記述や処理機

能について不十分であり，沈砂地の細部構造に関する更な

る知見の整理が望まれている． 

そこで，本研究では，今後の土砂・洪水氾濫対策の推進

を目的に，土砂等の輸送を調節させる沈砂地を対象に，水

路を用いた基礎的な水理実験により，沈砂地の細部構造等

の違いが土砂の処理機能に与える影響について考察し，新

たに沈砂地における機能の高度化に関して考察する． 

 

２． 沈砂地の土砂処理機能に関する実験概要 

実験に使用した沈砂地（ただし，谷出口付近に設置を想

定）を設けた水路を図-1に示す．図-1に示すとおり，実規

模に対して約 1/100程度の縮尺を想定して，沈砂地を配置さ

せた平面氾濫台（ただし，傾斜角 θp=2 度：土石流の最大到

達最小勾配 5））に接続させた直線水路（傾斜角 θw=10～15

度 8），長さ Lw，幅 Ww=10cm）の上流から，水（qin），土砂

（Vs_in，珪砂：1～5 号）を供給し，沈砂地（長さ Lp=45cm，

幅 Wp=10～30cm）を通過して，下流へ流出した土砂の量

（Vs_out）を計測している．なお，供給土砂 Vs_in は，予備実

験の各条件における沈砂地で捕捉された最大量と同じ程度

の量としている．そして，その土砂を直線水路上部の底面

に敷き詰め，更にその上流からの供給された流水により侵

食させて，下流に運搬させている．ここで，給水について

は，上部の敷き詰められた土砂が全て侵食されて下流へ流

出した時点までとし，停止している．また，沈砂地最大幅

（Wp_max=30 cm）については，予備実験により，沈砂地（側

壁）が存在しない場合における堆砂幅と同じ程度とし，沈

砂地長（Lp=45cm）については，実際の施工における一般的

な用地条件を考慮して，幅 Wpの 1.5 倍程度までと想定して

設定した．ここで，予備実験において水路長 Lwの違いによ

る影響有無について確認し，Lw=2mとしている． 

各条件の違いが沈砂地における土砂処理機能や堆砂形状 

 

 

に与える影響を把握するため，上部からの供給水量 qinや沈

砂地幅 Wpに加えて，これまで経験的に設けられてきた隅角

部 5)の設置有無（図-2）ならびに沈砂地（下流）開口幅

Wp_out 等を変化させて，それぞれの条件での土砂処理効果

を比較している（図-1）．また，実験結果におけるバラツ

キを考慮するため，同じ条件にて 3 回実施し平均化してい

る． 

 

3, 実験結果と考察 

沈砂地における土砂処理効果に関する実験結果について， 
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図-1 実験概要（実験水路の概要） 
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図-2 沈砂地平面図（左：隅角部有，右：隅角部無） 

 

 

写真-1 実験状況（左：実験装置，右：土砂処理状況） 
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Conditions
Water discharge q in : 0.8 ℓ/s

Waterway inclination θw: 15 deg.

Flood plain inclination θ p : 2 deg.

Silica-sand Type: No.3

Corner setting (45deg.) : －

Waterway out-width Wout : 10 cm

Sediment basin width Wp : 30 cm

○: Capture rate f s  (%)
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図-3 隅角部設置有無の違いによる土砂捕捉率の変化 

Conditions
Water discharge q in : 0.8 ℓ/s

Waterway inclination θw: 15 deg.

Flood plain inclination θ p : 2 deg.

Silica-sand Type: No.3

Corner setting (45deg.) : Nothing

Waterway out-width W out : - cm

Sediment basin width Wp : 30 cm

○: Capture rate f s  (%)
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図-4 沈砂地（下流）開口幅の違いによる土砂捕捉率の変化 

 

沈砂地内における土砂の捕捉率 fs は， 

fs = （Vs_in － Vs_out）/ Vs_in                                           (1) 

と表される（図-1）．以降に，得られた実験結果（例えば，

写真-1）の中から，特徴的な結果に対して考察する． 

沈砂地内の上下流において設置される隅角部（図-2：た

だし，隅角部の角度は一般的な 45度 5））の設置有無の違い

による土砂捕捉率 fsの変化を図-3 に示す．図-3 に示すとお

り，隅角部が設置されていない沈砂地（Corner: : NO）と，

新たな用地取得が不要となる隅角部（ただし，上流部）が

設置された沈砂地（Up）における土砂捕捉率 fsとの間では，

顕著な差が確認されなかった．一方，下流側に設置

（Down）された場合，隅角部を設置しない場合と比較して，

土砂捕捉率 fsが約 10%程度の機能が低下する傾向が示され

た． 

さらに，沈砂地（下流）開口幅 Wp_outの違いによる土砂捕

捉率 fsの変化を図-4 に示す．図-4 に示されるとおり，沈砂

地への流入幅（ただし，直線水路幅 Ww）に対して沈砂地開

口幅 Wp_out を漸縮させた場合，顕著に土砂捕捉率 fs が向上

（例えば，Wp_out  =1cmの場合，fs≒100％；写真-2）した． 

ここで，実験中の観察による沈砂地形状の違いに伴う流

況及び土砂処理機能に関する変化の概要を図-5 に示す（た

だし，流速は約 10m/s）．図-5（左）に示すとおり，沈砂地

開口幅 Wp_outが広く（ただし，Wwと同じ幅）,更に下流側に

隅角部を設置した場合，沈砂地内において，上流から下流 

 

写真-2 堰上げ効果による土砂処理（捕捉状況）の例 
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図-5 沈砂地形状の違いによる流況及び土砂処理機能の変化 

 

流に向けた円滑な流れが発生し，結果として，多くの土砂

が沈砂地より下流に流出したものと考えられる．一方，下

流の沈砂地開口幅 Wp_outが狭く，更に隅角部が設置されない

場合（図-5：右）では，沈砂地内（特に，下流側付近）に

おいて発生する平面的な渦流に伴って流速が小さくなり，

結果として，多くの土砂が堆砂したものと考えられる． 

これらの結果より，沈砂地における土砂処理機能に関し

て，沈砂地の形状（例えば，隅角部の設置有無）や，下流

開口幅の漸縮流による湛水部における背水効果が，土砂処

理機能（捕捉効果）に影響を与える可能性が示された．な

お，給水条件（例えば，流量の時間的変化）や給砂条件，

縦断の勾配変化（θw/θp）等の違いが土砂処理機能与える影

響や流木の捕捉について，更なる詳細な検討が望まれる． 
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